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第 1 章 研究の背景と目的 









る」   






なお 2010 年の同様の調査では 70 万人だったため数字上では減少しているが、
2010年版では 35歳から 39歳の人たちが 23.7%を占めていたため、その方々が 40代





表１.  主なひきこもり関連施策 
2003 年 「若者自立・挑戦プラン」の策定 
2006 年 「若者の自立・挑戦のためのアクションプラン」の策定  
〃 若年無業者の職業的自立を支援する「地域若者サポートステーシ
ョン」の設置 
2009 年 「ひきこもり地域支援センター」の設置 
2010 年 「子ども・若者育成支援推進法」の施行 






















ひきこもり経験者 119 名、ひきこもりの家族 399 名を対象にした「ひきこもりに関する
全国実態アンケート調査の報告」（KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 2017）は、それ
らの現状を明らかにしたものであり、下記の図はそれらを示したものである。 
図２では、ひきこもり期間が 2005 年の 7,5 年から 2017 年の 10,8 年へと上昇してい
る。 
図３では、ひきこもり本人の平均年齢が 2002年の 26,6才から 2017年の 33,5才へと
上昇している。 














KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 （2017） 『ひきこもりに関する全国実態アンケート調査の報告』より 
 
 図４. 家族の平均年齢の推移 
 
KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 （2017） 『ひきこもりに関する全国実態アンケート調査の報告』より 
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例を挙げると、2017 年 2 月に大阪府豊中市で開催された「若者当事者全国集会―























































氏名 A B C 
年齢 ２４才 ２１才 ２１才 
性別 男性 男性 男性 














インタビュー期間は 2017年の 7月から 9月にかけてであり、インタビュー調査の場所
は、調査対象者の職場の個室や筆者の所属大学の一室など静かな個室を使用した。   
いずれも筆者と調査対象者の１対１の聞き取りであり、1 人あたりの平均聞き取り時



















































インタビュー時点での年齢はそれぞれ A が２４歳、B が２１歳、C が２１歳であり、３名




































































































































































 この回答から A は他の２名に比べ、自分以外のひきこもりに対するイメージが湧かな
い様子が伺える。C は当事者であり現在支援者でもあることから他の２名と違った支援
者目線の考え方が見られた。 






















































































































A は 19 歳からひきこもることで自分の夢や、やりたい事を見つめ直したという点から
見て、青年期のアイデンティティの確立やモラトリアムの事例として解釈することができ




























































































 図５. 適切な支援を受ける上での、本人に関する障壁 
原著である内閣府 （2013） 「困難を有する子ども・若者及び家族への支援に関する調査研究」  の
























































一方、平均的なひきこもり像と異なる点を見てみたい。第 1 章の第 1 節でも取り上げ
たKHJ全国ひきこもり家族会連合会の「ひきこもりに関する全国実態アンケート調査の
報告」によると、ひきこもりが始まった時期の平均年齢は 19.5 歳、ひきこもりの平均年











しかし本研究の調査対象者のひきこもり始めた時期は、それぞれ A が大学 2 年生、
B が中学校 3 年生、C が小学校 1 年生。ひきこもりから復帰した時期はそれぞれ A が
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